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詳 細 

【事業の概要】  

  毎年、大垣特別支援と本校の協働事業「テ

クノコラボレーション」を実施している。大

垣特別支援学校の提案の中から、本校電子機

械科の担当パート(担当：飯沼光俊教諭)が平

仮名なぞりボードの製作を採択した。 

  今年度、本校において有志教員による

STEAM 教育研究が進む中、積層造形技術学習

環境(3D プリンタ 10 台設置)が整備され、デ

ザイン思考の５つのステップに沿いながら

平仮名なぞりボードが製作された(写真１・

２)。ボードには書き順を番号で示されてお

り、指でなぞりながら平仮名を覚えることが

できる。大きさは 10cm×10cm である。 

 

【事業の目的】 

  現在、すべての平仮名なぞりボードの 3D データ(STL 形式)が完成

している。今後、有識者から助言をいただき、既存データの修正によ

り、高い学習効果を有するボードとしたい。同時に、3D プリンタの

印刷倍率を変更し、筆記用具でなぞりながら平仮名および書き順を学

習するボードも製造予定している。 

SDGs４「質の高い教育をみんなに」、ターゲット４．６「2030 年ま

でに、全ての若者及び大多数（男女ともに）の成人が、読み書き能力

及び基本的計算能力を身に付けられるようにする。」の達成に資する

取り組みであり、多機関における効果的なボードの利活用を目的と

し、リクエストシートを作成した。 

 

【提案を求めたいサービス・アイディア等】 

 ①品質の向上に関するご助言 

 ②ボード利用機関の開拓 

 ③平仮名以外の線や文字のニーズに関するご助言 

④製造費用の確保に関するご助言 

写真１ 平仮名なぞりボード 

写真２ 製作の様子 


